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Ⅰ．は じ め に

特発性心室細動（VF）は予期できない心臓突然死

の一つの原因である．現在この不整脈のメカニズム

は解明されていないが，自律神経不均衡との関連が

示唆されている．今回我々は，迷走神経興奮の亢進

によって潜在的なVF閾値の低下が生じたと考えら

れる特発性VF症例を経験したので報告する．

Ⅱ．症　　　例

症例は63歳の男性である．既往歴として小児麻痺

による歩行障害がある．また，片道2時間の通勤時

間を要するビル管理業に就職先を変えたばかりで，

心身ともにストレスがたまっていた．家族歴では父

に心筋梗塞を認め，また，叔母にペースメーカ植込

み，いとこに突然死があるが，いずれも詳細は不明

である．

発作を起こした当日は，20時30分ごろから仮眠
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迷走神経興奮の亢進が潜在的な心室細動（VF）閾値の低下に寄与したと考えられ

る特発性VF症例を経験した．症例は63歳の男性．既往に小児麻痺による歩行障

害がある．片道2時間の通勤を要するビル管理業に就職先を変え，心身ともにスト

レスがたまっていた夜間にVF発作は起きた。心電図は非典型的な右脚ブロックを

呈していたが，ST上昇やQT延長は認めなかった．また，明らかな器質的心疾患

も認めなかった．VF発症直後と慢性期に心拍変動解析および電気生理検査（EPS）

を施行した．心拍変動解析では，慢性期に比較し発症直後の高周波成分が明らかに

上昇していた．発症直後のEPSでは，単発の心室期外刺激で再現性をもってVFが

誘発されたが，慢性期におけるVFの誘発は困難であった．VF閾値の低下を伴う一

時的な迷走神経興奮の亢進が観察された．迷走神経興奮の亢進がVF発現に寄与す

る電気生理的特徴を変化させる傍証と考えられた．
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をとっていた．21時ごろに悪心，呼吸苦，発汗を自

覚し覚醒，近医を受診した．近医受診時の標準12誘

導心電図（ECG）は洞調律で，非典型的な右脚ブロッ

クを呈していたが，ST上昇やQT延長は認めなかっ

た（図1）．受診中に2度失神を認め，2度目の失神時

にECGモニタで多形性心室頻拍（VT）が確認された

（図2）．このVTは自然停止し，意識は回復した．

直ちに当院に転送されたが，搬送中の救急車内でも

同様の多形性VTを，また，入院直後にもVFを認

め失神発作が再現された（いずれも自然停止）．血液

生化学検査では電解質異常および心筋障害を示唆す

る所見はなかった．胸部X線写真，心エコー図，冠

動脈造影，左室造影でも明らかな器質的心疾患は認

めなかった．

第3病日と第19病日にHolter ECGを施行したが，

いずれもVT/VFは記録されなかった．これらの記

録を用いて心拍変動解析を行ったところ，第19病日

に比較して，第3病日の夜間（20時～6時）の高周波

（HF）成分（0.150～0.400Hz）が明らかに上昇してい

た（p＜0.05）．低周波（LF）成分（0.039～0.150Hz），

およびLF/HF比（LF/HF）に関しては，両病日での

差は認めなかった（図3）．
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図1 近医受診時の標準12誘導心電図
洞調律で非典型的な右脚ブロック（QRS：0.13sec）を呈しているが，

ST上昇やQT延長は認めない（QT：0.40sec，QTd：0.02sec）．



電気生理検査（EPS）を第2病日と第23病日に施行

した．第2病日では，単発の心室期外刺激で再現性

をもってVFが誘発された．しかし，第23病日の

EPSでは，3連の心室期外刺激で非持続性のVFを認

めたのみであった（図4）．

ナトリウムチャネル遮断薬（ジソピラミド）による

S-4-70 JPN. J. ELECTROCARDIOLOGY Vol. 24 SUPPL. 4 2004

図2 近医受診中に認めた多形性心室頻拍
近医受診中に2度失神を認め，2度目の失神時に心電図モニタで多形性心室頻拍が確認された．

図3 心拍変動解析
第19病日に比較して，第3病日の夜間（20時～6時）の高周波（HF）成分（0.150～0.400Hz）が明らかに上昇していた（p＜0.05）．低

周波（LF）成分（0.039～0.150Hz），およびLF/HF比（LF/HF）に関しては，両病日での差は認めなかった．



QT延長，および右側胸部誘導のST上昇は認めな

かった（図5）．

発症直後と慢性期の血圧，心拍数，各検査所見を

表1に示す．血圧と心拍数においては，慢性期に比

較し発症直後で低い傾向にあった．そのほか，不整

脈発現に影響しうる所見（QT間隔，電解質など）に

は差がなかった．

Ⅲ．考　　　察

交感神経興奮の亢進がVF閾値を低下させること

は実験的に証明されており，臨床的にもVFを起こ

しやすくする1）．一方，迷走神経興奮の亢進はVF閾

値を上昇させ，重篤な心室不整脈発現を妨げる2），3）．

逆に，迷走神経興奮が低下した場合はどうであろう

か．これは心筋梗塞患者における心拍変動解析の結

果でわかる．心拍変動解析は自律神経活動の非観血

的な評価法であり4），5），HF成分は迷走神経興奮を反

映し，LF/HFは交感神経興奮を反映する．この心

拍変動解析による迷走神経興奮の低下は，心筋梗塞

患者の予後を悪化（VFによる心臓突然死を増加）さ

せるといわれている6）～8）．すなわち，迷走神経興奮

の低下はVF発現に関連すると考えられる．しかし，

本症例では逆の結果となった．心拍変動解析では，

慢性期（第19病日）に比較してVF発症直後（第3病日）

の夜間HF成分が明らかに上昇していた．この結果

は，発症直後に亢進していた迷走神経興奮が，慢性
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図4 電気生理検査による心室細動の誘発
第2病日では，単発の心室期外刺激で再現性をもって心室細動が誘発された．第23病日では，3連の心

室期外刺激で非持続性の心室細動を認めたのみであった．



期に回復したことを意味する．交感神経興奮を反映

するLF/HFの明らかな違いは観察されなかったた

め，迷走神経興奮の亢進がVF発現に関連したもの

と想像できる．このような自律神経活動状態におい

て，発症直後と慢性期にそれぞれEPSを施行した．

発症直後（第2病日）では単発の心室期外刺激で容易

にVFが誘発されたが，慢性期（第23病日）における

VFの誘発は困難であった．これらの結果から，迷

走神経興奮の亢進がVF閾値を低下させたものと考

えた．

迷走神経興奮亢進によって引き起こされるVFの

電気生理的メカニズムは不明である．しかし，特発

性VF発作が夜間に多いことは知られており，心拍

変動解析における迷走神経興奮の亢進が，VFの直
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図5 ナトリウムチャネル遮断薬による心電図の反応
ジソピラミドによるQT延長や右側胸部誘導のST上昇は認

めなかった．

表1 発症直後と慢性期の血圧，心拍数，各検査所見の比較
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前に観察された症例も報告されている9），10）．本症例

でもVF閾値の低下を伴う一時的な迷走神経興奮の

亢進が観察された．このことは，迷走神経興奮の亢

進がVF発現に寄与する電気生理的特徴を変化させ

る傍証と考えられた．
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